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（
目
的
）

第�

一
条　

こ
の
法
律
は
、
我
が
国
の
領
海
、
排
他
的
経
済
水
域
等
を
適
切
に
管
理

す
る
必
要
性
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
有
人
国
境
離
島
地
域
が
有
す
る

我
が
国
の
領
海
、
排
他
的
経
済
水
域
等
の
保
全
等
に
関
す
る
活
動
の
拠
点
と
し

て
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
有
人
国
境
離
島
地
域
の
保
全
及
び
特
定
有
人
国

境
離
島
地
域
に
係
る
地
域
社
会
の
維
持
に
関
す
る
特
別
の
措
置
を
講
じ
、
も
っ

て
我
が
国
の
領
海
、
排
他
的
経
済
水
域
等
の
保
全
等
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

（
定
義
）

第�

二
条　

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
有
人
国
境
離
島
地
域
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
地

域
を
い
う
。

　

一�　

自
然
的
経
済
的
社
会
的
観
点
か
ら
一
体
を
な
す
と
認
め
ら
れ
る
二
以
上
の

離
島
で
構
成
さ
れ
る
地
域
（
当
該
離
島
の
う
ち
に
領
海
及
び
接
続
水
域
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
五
十
二
年
法
律
第
三
十
号
）
第
一
条
第
一
項
の
海
域
の
限

界
を
画
す
る
基
礎
と
な
る
基
線
（
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
線
を

い
い
、
同
項
の
直
線
基
線
の
基
点
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
「
領
海
基
線
」

と
い
う
。）
を
有
す
る
離
島
が
あ
る
も
の
に
限
る
。）
内
の
現
に
日
本
国
民
が

居
住
す
る
離
島
で
構
成
さ
れ
る
地
域

　

二�　

前
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
領
海
基
線
を
有
す
る
離
島
で
あ
っ
て
現
に

日
本
国
民
が
居
住
す
る
も
の
の
地
域

２　

�

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
」
と
は
、
有
人
国
境
離
島

地
域
の
う
ち
、
継
続
的
な
居
住
が
可
能
と
な
る
環
境
の
整
備
を
図
る
こ
と
が

そ
の
地
域
社
会
を
維
持
す
る
上
で
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
別

表
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

（
国
の
責
務
）

第�

三
条　

国
は
、
有
人
国
境
離
島
地
域
の
保
全
及
び
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
に

係
る
地
域
社
会
の
維
持
の
た
め
必
要
な
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務

を
有
す
る
。

（
基
本
方
針
）

第�

四
条　

内
閣
総
理
大
臣
は
、
有
人
国
境
離
島
地
域
の
保
全
及
び
特
定
有
人
国
境

離
島
地
域
に
係
る
地
域
社
会
の
維
持
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
（
以
下
「
基
本

方
針
」
と
い
う
。）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２　

基
本
方
針
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　

一　

�

有
人
国
境
離
島
地
域
の
保
全
及
び
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
に
係
る
地
域

社
会
の
維
持
の
意
義
及
び
方
向
に
関
す
る
事
項

　

二　

国
の
行
政
機
関
の
施
設
の
設
置
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

　

三　

国
に
よ
る
土
地
の
買
取
り
等
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

　

四　

港
湾
等
の
整
備
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

　

五　

�

外
国
船
舶
に
よ
る
不
法
入
国
等
の
違
法
行
為
の
防
止
に
関
す
る
基
本
的
な

事
項

　

六　

広
域
の
見
地
か
ら
の
連
携
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

　

七　

�

第
十
二
条
に
規
定
す
る
国
内
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
等
に
係
る
運
賃
等

の
低
廉
化
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

　

八　
�

第
十
三
条
に
規
定
す
る
国
内
定
期
航
空
運
送
事
業
に
係
る
運
賃
の
低
廉
化

に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

　

九　

�
生
活
又
は
事
業
活
動
に
必
要
な
物
資
の
費
用
の
負
担
の
軽
減
に
関
す
る
基

本
的
な
事
項

　

十　

雇
用
機
会
の
拡
充
等
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

有
人
国
境
離
島
地
域
の
保
全
及
び
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
に
係
る

地
域
社
会
の
維
持
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
三
十
三
号
）
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十
一　

安
定
的
な
漁
業
経
営
の
確
保
等
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

　

十
二　

�

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
有
人
国
境
離
島
地
域
の
保
全
及
び
特

定
有
人
国
境
離
島
地
域
に
係
る
地
域
社
会
の
維
持
に
関
す
る
重
要
事
項

３　

�

内
閣
総
理
大
臣
は
、
基
本
方
針
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機

関
の
長
（
関
係
行
政
機
関
が
国
家
公
安
委
員
会
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

国
家
公
安
委
員
会
）
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４　

�

関
係
地
方
公
共
団
体
は
、
基
本
方
針
に
関
し
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
、
意

見
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

５　

�

内
閣
総
理
大
臣
は
、
基
本
方
針
を
定
め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公

表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６　

第
三
項
及
び
前
項
の
規
定
は
、
基
本
方
針
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
国
の
行
政
機
関
の
施
設
の
設
置
）

第�

五
条　

国
は
、
有
人
国
境
離
島
地
域
に
国
の
行
政
機
関
の
施
設
を
設
置
す
る
よ

う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
国
に
よ
る
土
地
の
買
取
り
等
）

第�

六
条　

国
は
、
有
人
国
境
離
島
地
域
内
の
土
地
で
あ
っ
て
、
当
該
有
人
国
境
離

島
地
域
の
保
全
の
た
め
国
が
適
切
な
管
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
買
取
り
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も

の
と
す
る
。

（
港
湾
等
の
整
備
）

第�

七
条　

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
領
海
、
排
他
的
経
済
水
域
等
の
保
全
等
に

関
す
る
活
動
に
利
用
さ
れ
る
有
人
国
境
離
島
地
域
内
の
港
湾
、
漁
港
、
道
路
及

び
空
港
の
整
備
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
外
国
船
舶
に
よ
る
不
法
入
国
等
の
違
法
行
為
の
防
止
）

第�

八
条　

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
有
人
国
境
離
島
地
域
及
び
そ
の
周
辺
の
海

域
に
つ
い
て
、
外
国
船
舶
に
よ
る
不
法
入
国
等
の
違
法
行
為
の
防
止
の
た
め
の

体
制
の
強
化
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
広
域
の
見
地
か
ら
の
連
携
）

第�

九
条　

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
有
人
国
境
離
島
地
域
の
保
全
を
図
る
に
当

た
っ
て
は
、
当
該
有
人
国
境
離
島
地
域
を
超
え
る
広
域
の
見
地
か
ら
の
関
係
機

関
の
連
携
が
図
ら
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

（
都
道
県
計
画
）

第�

十
条　

特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
を
そ
の
区
域
に
含
む
都
道
県
は
、
基
本
方
針

に
基
づ
き
、
当
該
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
に
つ
い
て
、
そ
の
地
域
社
会
の
維

持
に
関
す
る
計
画
（
以
下
単
に
「
計
画
」
と
い
う
。）
を
定
め
る
よ
う
努
め
る

も
の
と
す
る
。

２　

計
画
は
、
お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　

一　

�

特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
に
係
る
地
域
社
会
の
維
持
の
基
本
的
方
針
に
関

す
る
事
項

　

二　

�

第
十
二
条
に
規
定
す
る
国
内
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
等
に
係
る
運
賃
等

の
低
廉
化
に
関
す
る
事
項

　

三　

�

第
十
三
条
に
規
定
す
る
国
内
定
期
航
空
運
送
事
業
に
係
る
運
賃
の
低
廉
化

に
関
す
る
事
項

　

四　

�

生
活
又
は
事
業
活
動
に
必
要
な
物
資
の
費
用
の
負
担
の
軽
減
に
関
す
る
事

項

　

五　

雇
用
機
会
の
拡
充
等
に
関
す
る
事
項

　

六　

安
定
的
な
漁
業
経
営
の
確
保
等
に
関
す
る
事
項

　

七　

�

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
に
係
る
地
域

社
会
の
維
持
に
関
し
必
要
な
事
項

３　
�

都
道
県
は
、
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
に
つ
い
て
計
画
を
定
め
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
の
区
域
が
当
該
特
定
有
人
国

境
離
島
地
域
で
あ
る
市
町
村
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４　

�
そ
の
全
部
又
は
一
部
の
区
域
が
一
の
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
で
あ
る
市
町

村
は
、
当
該
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
に
係
る
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い

場
合
に
は
、
単
独
で
又
は
共
同
し
て
、
都
道
県
に
対
し
、
当
該
特
定
有
人
国

境
離
島
地
域
に
つ
い
て
計
画
を
定
め
る
こ
と
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５　

�

前
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
都
道
県
は
、
速
や
か
に
、
当
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該
要
請
に
係
る
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
に
つ
い
て
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

６　
�

都
道
県
は
、
計
画
を
定
め
た
と
き
は
、
こ
れ
を
公
表
す
る
よ
う
努
め
る
と
と

も
に
、
直
ち
に
、
こ
れ
を
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７　

�
内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
計
画
の
提
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お

い
て
は
、
直
ち
に
、
そ
の
内
容
を
関
係
行
政
機
関
の
長
に
通
知
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
関
係
行
政
機
関
の
長
は
、
当
該
計
画
に

つ
い
て
そ
の
意
見
を
内
閣
総
理
大
臣
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

８　

�

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
計
画
が
基
本
方
針

に
適
合
し
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
都
道
県
に
対
し
、
こ
れ
を
変

更
す
べ
き
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

９　

�

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
計
画
に
つ
い
て
前

項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
執
る
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を

当
該
都
道
県
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

10　

�

第
三
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
は
、
計
画
の
変
更
に

つ
い
て
準
用
す
る
。

（
財
政
上
の
措
置
等
）

第�

十
一
条　

国
は
、
毎
年
度
、
予
算
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
計
画
の
円
滑
な

実
施
そ
の
他
の
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
に
係
る
地
域
社
会
の
維
持
に
関
す
る

施
策
の
実
施
に
必
要
な
財
政
上
の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
国
内
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
等
に
係
る
運
賃
等
の
低
廉
化
）

第�

十
二
条　

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
国
内
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
等
（
特

定
有
人
国
境
離
島
地
域
と
そ
の
他
の
本
邦
の
地
域
及
び
特
定
有
人
国
境
離
島
地

域
内
を
連
絡
す
る
航
路
に
お
け
る
海
上
運
送
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第

百
八
十
七
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
及
び
同

法
第
十
九
条
の
六
の
二
に
規
定
す
る
人
の
運
送
を
す
る
貨
物
定
期
航
路
事
業
を

い
う
。）
に
係
る
旅
客
の
運
賃
及
び
料
金
の
低
廉
化
に
つ
い
て
特
別
の
配
慮
を

す
る
も
の
と
す
る
。

（
国
内
定
期
航
空
運
送
事
業
に
係
る
運
賃
の
低
廉
化
）

第�

十
三
条　

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
国
内
定
期
航
空
運
送
事
業
（
特
定
有
人

国
境
離
島
地
域
と
そ
の
他
の
本
邦
の
地
域
及
び
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
内
を

連
絡
す
る
航
空
路
に
お
け
る
航
空
法（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）

第
二
条
第
二
十
項
に
規
定
す
る
国
内
定
期
航
空
運
送
事
業
を
い
う
。）
に
係
る

旅
客
の
運
賃
の
低
廉
化
に
つ
い
て
特
別
の
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。

（
生
活
又
は
事
業
活
動
に
必
要
な
物
資
の
費
用
の
負
担
の
軽
減
）

第�

十
四
条　

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
の
住
民
の
生

活
又
は
事
業
活
動
に
必
要
な
物
資
で
あ
っ
て
、
当
該
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域

に
お
け
る
居
住
又
は
事
業
の
継
続
に
特
に
寄
与
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
の
購
入

等
に
要
す
る
費
用
の
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
適
切
な
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。

（
雇
用
機
会
の
拡
充
等
）

第�

十
五
条　

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
の
住
民
の
雇

用
機
会
の
拡
充
を
図
る
た
め
、
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
に
お
い
て
事
業
を
営

み
、
又
は
営
も
う
と
す
る
者
が
行
う
そ
の
事
業
の
事
業
規
模
若
し
く
は
事
業
活

動
の
拡
大
又
は
事
業
の
開
始
に
要
す
る
費
用
の
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
適
切
な

配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。

２　

�

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
前
項
の
事
業
に
係
る
専
門
的
な
知
識
又
は
技
術

を
有
す
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
職
業
訓
練
の
実
施
そ
の
他
の
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
安
定
的
な
漁
業
経
営
の
確
保
等
）

第�

十
六
条　

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
に
お
い
て
は

漁
業
が
重
要
な
産
業
で
あ
る
こ
と
及
び
我
が
国
の
領
海
、
排
他
的
経
済
水
域
等

の
保
全
等
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
特
定
有
人
国
境
離

島
地
域
に
お
け
る
安
定
的
な
漁
業
経
営
の
確
保
を
図
り
、
及
び
特
定
有
人
国
境

離
島
地
域
の
周
辺
の
海
域
に
お
け
る
我
が
国
の
領
海
、
排
他
的
経
済
水
域
等
の

適
切
な
管
理
に
資
す
る
た
め
、
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
の
住
民
で
あ
っ
て
特

定
有
人
国
境
離
島
地
域
の
周
辺
の
海
域
に
お
い
て
漁
業
を
営
む
も
の
が
行
う
漁
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船
の
操
業
に
要
す
る
費
用
の
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
適
切
な
配
慮
を
す
る
も
の

と
す
る
。

（
啓
発
活
動
）

第�

十
七
条　

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
有
人
国
境
離
島
地
域
の
保
全
及
び
特
定

有
人
国
境
離
島
地
域
に
係
る
地
域
社
会
の
維
持
の
必
要
性
に
関
す
る
国
民
の
理

解
と
関
心
を
深
め
る
よ
う
、
広
報
そ
の
他
の
啓
発
活
動
を
行
う
も
の
と
す
る
。

附　

則

（
施
行
期
日
）

第�

一
条　

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、

附
則
第
四
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
こ
の
法
律
の
失
効
）

第
二
条　

こ
の
法
律
は
、平
成
三
十
九
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、そ
の
効
力
を
失
う
。

（
内
閣
府
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条　
（
省
略
）

（
内
閣
の
重
要
政
策
に
関
す
る
総
合
調
整
等
に
関
す
る
機
能
の
強
化
の
た
め
の
国

家
行
政
組
織
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
条　
（
省
略
）

特定有人国境離
島地域の名称

特定有人国境離島地域
を構成する離島 都道県 市町村

利尻・礼文 礼文島 北海道 礼文町
利尻島 利尻町

利尻富士町
奥尻島 奥尻島 北海道 奥尻町
伊豆諸島南部
地域

三宅島 東京都 三宅村
御蔵島 御蔵島村
八丈島 八丈町
青ヶ島 青ヶ島村

佐渡 佐渡島 新潟県 佐渡市
舳倉島 舳倉島 石川県 輪島市
隠岐諸島 島後 島根県 隠岐の島町

中ノ島 海士町
西ノ島 西ノ島町
知夫里島 知夫村

見島 見島 山口県 萩市
対馬 対馬  海栗島  泊島　

赤島  沖ノ島  島山島
長崎県 対馬市

壱岐島 壱岐島  若宮島  原島
長島  大島

長崎県 壱岐市

五島列島 宇久島  寺島 長崎県 佐世保市
六島  野崎島  納島　
小値賀島  黒島  大島
斑島

小値賀町

中通島  頭ヶ島　
桐ノ小島  若松島　
日島  有福島　
漁生浦島

新上五島町

奈留島  前島  久賀島
蕨小島  椛島  福江島
赤島  黄島  黒島　
島山島  嵯峨ノ島

五島市

江島  平島 西海市
甑島列島 上甑島  中甑島　

下甑島
鹿児島県 薩摩川内市

種子島 種子島 鹿児島県 西之表市
中種子町
南種子町

馬毛島 西之表市
屋久島 屋久島  口永良部島 鹿児島県 屋久島町
三島 竹島  硫黄島  黒島 鹿児島県 三島村
吐噶喇列島 口之島  中之島　

諏訪之瀬島  平島　
悪石島  小宝島  宝島

鹿児島県 十島村

別表（第二条関係）




